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第4号 

　高梁市社会福祉協議会では、平成17年10月13日（木）高梁市から指定管理を受けた

高梁市川上高齢者統合在宅支援施設「ほのぼの荘」の開所式を、高梁市社会福祉協

議会川上支所で高梁市長代理大塚助役をはじめ来賓、入居者、社協関係者40名の出

席により行いました。 

▲「ほのぼの荘」開所式テープカット 

「ほのぼの荘」他 …………………………②
岡山県総合社会福祉大会他 ……………③
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高
梁
市
川
上
高
齢
者
統
合
在
宅
支

援
施
設
「
ほ
の
ぼ
の
荘
」
は
、
自
宅

で
の
生
活
が
困
難
な
ひ
と
り
ぐ
ら
し

老
人
及
び
虚
弱
老
人
等
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
家
族
と
の
関
わ
り
を
失
う

こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

の
場
を
提
供
す
る
た
め
の
施
設
で

す
。施

設
整
備
を
平
成
十
六
年
度
事
業

と
し
て
川
上
町
の
事
業
を
高
梁
市
が

引
き
継
ぎ
総
事
業
費
二
千
五
百
八
十

九
万
円
で
行
い
ま
し
た
。

施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

瓦
葺
平
屋
建
二
百
七
十
平
方
メ
ー
ト

岡
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

の
主
催
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
お
か
や
ま

が
、
十
月
一
日
（
土
）、
二
日
（
日
）
の
二

日
間
『
集
ま
ろ
う
　
み
な
ぎ
る
シ
ル
バ
ー
パ

ワ
ー
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
津
山
リ
ー
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
会
員
相
互
の
絆
を
深
め
高
齢
者
の
就
業

の
場
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
域
の
特
産
物
の
販
売
や
試
飲
食

コ
ー
ナ
ー
、
各
種
実
技
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
チ

ビ
ッ
コ
コ
ー
ナ
ー
作
品
展
示
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
会
場

な
ど
が
あ

り
、
子
供

か
ら
高
齢

者
ま
で
お

お
い
に
楽

し
め
二
日

間
で
四
三

〇
〇
人
の

来
場
者
が

あ
り
ま
し

た
。わ

が
高

梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

の
趣
味
思
考
を
生
か
し
た
写
真
・
ち
ぎ
り

絵
・
書
・
木
工
作
品
・
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
の
作
品
展
示
を
し
ま
し
た
。

ま
た
川
上
地
域
会
員
手
作
り
に
よ
る
ピ
オ

ー
ネ
や
蒟
蒻
、
味
噌
、
採
り
た
て
野
菜
の
即

売
を
行
い
、
大
変
大
好
評
で
し
た
。

今
回
初
め
て
の
試
み
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
で
は
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
川
上
町

の
大
塚
　
清
さ
ん
が
八
位
に
入
賞
す
る
好
成

績
を
収
め
、
み
な
ぎ
る
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を

感
じ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
九
月
三
十
日
に
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

議
案
と
し
て
、
合
併
引
継
ぎ
に
伴
う
懸
案

事
項
の
報
告
及
び
秋
岡
理
事
の
辞
任
届
の
受

理
報
告
、部
会
等
の
変
更
に
伴
う
定
款
変
更
、

職
員
給
与
等
支
給
規
程
、
総
務
企
画
委
員
会

要
綱
等
の
一
部
改
正
、
災
害
見
舞
金
支
給
要

綱
等
の
制
定
、
職
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る

運
用
等
の
内
規
の
制
定
が
、
理
事
会
で
認
定

さ
れ
、
評
議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
の
選
任

理
事
一
名
の
欠
員
に
伴
い
評
議
員
会
で
次

の
理
事
が
、
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

理
事
　
相
　
原
　
　
　
裕

（
成
羽
町
　
市
民
代
表
）

ル
に
、
二
人
用
個
室
三
室
と
一
人
用

個
室
二
室
を
設
け
、
共
同
食
堂
、
風

呂
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

定
員
は
八
名
で
、
現
在
の
入
居
者

は
、
六
名
で
す
。

部
屋
利
用
料
は
、
一
ヶ
月
一
万
五

千
円
、
共
同
施
設
利
用
料
が
同
七
千

円
、光
熱
水
費
は
実
費
を
負
担
す
る
。
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十
月
五
日
、
岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

が
、
岡
山
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
福

祉
に
貢
献
し
て
来
ら
れ
た
福
祉
関
係
者
の

方
々
に
表
彰
が
あ
り
、
高
梁
市
か
ら
十
六
人

一
団
体
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
知
事
表
彰

社
会
福
祉
功
労

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

向
　
井
　
好
　
子
（
成
羽
）

山
　
室
　
　
　
明
（
川
上
）

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

社
会
福
祉
功
労

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

杉
　
本
　
右
　
一
（
成
羽
）

心
身
障
害
者
福
祉

（
更
生
援
護
）
功
労

田
之
原
　
久
　
美
（
備
中
）

長
谷
川
　
　
　
久
（
川
上
）

恒
例
の
街
頭
募
金
を
十
月
三
日
と
四
日
の

両
日
、
秋
岡
高
梁
市
長
を
は
じ
め
民
生
委
員

児
童
委
員
、
福
祉
施
設
及
び
吉
備
国
際
大
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
Ｊ
Ｒ
備
中
高
梁
駅
前
広
場
で
午
前
七
時

か
ら
約
一
時
間
半
共
同
募
金
活
動
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
、
共
同
募

金
運
動
の
一
環
と
し
て
市
民
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、
新
た

な
年
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
支
援
を
必
要

と
さ
れ
る
方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
民
の
参
加
や
理
解

を
得
て
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
を
展
開
す
る

も
の
で
す
。

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

岡
山
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

奉
仕
功
労
者

関
　
　
　
安
　
之
（
高
梁
）

小
　
林
　
　
　
巖
（
高
梁
）

兼
　
森
　
國
　
廣
（
高
梁
）

藤
　
井
　
勇
　
司
（
高
梁
）

太
田
井
　
志
保
子
（
高
梁
）

川
　
上
　
博
　
隆
（
高
梁
）

赤
　
木
　
茂
　
夫
（
高
梁
）

島
　
田
　
裕
　
章
（
高
梁
）

平
　
　
　
桃
　
枝
（
高
梁
）

奉
仕
団
体有

漢
町
婦
人
協
議
会

岡
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
長
表
彰

更
生
援
護
功
労
者

川
　
上
　
章
　
輔
（
成
羽
）

入
　
江
　
道
　
夫
（
高
梁
）

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

期
間
で
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

岡
山
県
共
同
募
金
会
で
は
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
の
充
実
や
地
域
の
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
団
体
に
対
し
て
の
活
動
支

援
の
た
め
に
、
目
標
額
を
三
億
四
千
万
円
と

し
て
募
金
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

高
梁
市
支
会
で
は
、
目
標
額
を
六
三
二
万

円
と
定
め
、
戸
別
募
金
や
街
頭
募
金
、
バ
ッ

ジ
募
金
、
法
人
募
金
等
を
通
し
て
皆
様
に
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の
福
祉

の
充
実
と
発
展
の
た
め
今
年
も
皆
様
方
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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有
漢
支
所
は
、
風
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
建

て
ら
れ
た
有
漢
地
域
セ
ン
タ
ー
の
二
階
に

事
務
所
を
構
え
て
八
ヶ
月
、
社
協
合
併
か

ら
六
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
地
域

福
祉
活
動
事
業
（
心
配
ご
と
相
談
、
サ
ロ

ン
開
催
、
福
祉
委
員
活
動
）、
高
齢
者
対

策
事
業
（
敬
老
会
開
催
、
福
祉
機
器
等
の

貸
出
し
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
）、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
の
育
成
援
助
、
福
祉
移
送
サ
ー

ビ
ス
、
共
同
募
金
配
分
金
事
業
、
介
護
保

険
事
業（
居
宅
介
護
支
援
、訪
問
介
護
等
）、

祭
壇
等
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
所
長

以
下
五
名
の
職
員
が
地
域
の
福
祉
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

住
所
　
有
漢
町
有
漢
三
三
八
七

電
話
　
五
七
―
三
二
一
八

訪
問
介
護
事
業
所
有
漢
で

は
、
資
格
を
持
っ
た
訪
問
介

護
員
が
約
二
十
名
の
利
用
者

の
自
宅
を
訪
問
し
、
身
体
介

護
や
生
活
援
助
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
日
常
生
活
を
送
る

の
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者
の

自
立
と
安
定
し
た
生
活
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

ね
た
き
り
高
齢
者
の
介
護
者
に
感
謝
状
が

其
々
贈
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
、
交
通
安
全

対
策
協
議
会
か
ら
無
事
故
を
祈
っ
て
啓
発

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
は
、
舞
踊
や
演
奏
、
銭
太

鼓
、
歌
、
太
極
拳
な
ど
の
演
芸
を
み
て
初

秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
益
々
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
る
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

リフレッシュ体操で一息ついて

さすがベテラン！ 高齢者代表は97歳
東かをるさん

人気上昇中！
太極拳

職員

有　漢　支　所　紹　介

ヘルパーと一緒に食事を作る中組町内会
の藤本登喜恵さん

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

有
漢
支
会
で
は
九
月
二
十
五
日
、
毎
年
恒
例
の
敬

老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
福
祉
委
員
の
協
力
に
よ
り
、

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
出
席
さ
れ
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
は
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
高
梁
市
内
田
助
役
か
ら
有
漢
町
の
最

高
齢
で
あ
る
東
か
を
る
さ
ん
を
代
表
と
し
て
記
念
品

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
該
当
の
方
に
は
、

婦
人
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
、

卆
寿
祝
、
米
寿
祝
、
結
婚
五
十
周
年
六
十
周
年
祝
、

§ § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § § §
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今
年
も
、
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
だ

行
事
が
市
内
各
地
域
で
行
わ
れ
ま
し

た
。九

月
十
七
日
に
は
、
高
梁
南
地
区

敬
老
会
が
、
九
月
十
九
日
に
は
、
高

梁
北
地
区
敬
老
会
が
、
七
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
高
梁
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
高
梁
南
婦
人
会
と

高
梁
北
婦
人
会
、
各
地
区
福
祉
委
員

等
の
お
世
話
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
来
賓
の
方
々
よ
り
長

寿
を
祝
う
あ
た
た
か
い
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
社

協
平
田
会
長
よ
り
お
祝
い
と
し
て
、

肖
像
写
真
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

高
　
梁
　
支
　
会

備
　
中
　
支
　
会

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
高
梁
南
地
区
で
は
、
吉
備
国
際
大

学
の
学
生
に
よ
る
寸
劇
「
振
り
込
め

詐
欺
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
見
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

高
梁
北
地
区
で
は
、
福
地
の
子
供

神
楽
に
よ
る
「
大
国
主
の
命
」
や

「
大
蛇
退
治
」
の
舞
が
披
露
さ
れ
自

分
の
孫
の
よ
う
な
子
供
の
熱
演
に
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。参

加
者
同
士
の
会
話
も
は
ず
み
な

ご
や
か
で
、
楽
し
い
一
日
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

敬
老
会
開
催
の
た
め
に
お
世
話
い

た
だ
き
ま
し
た
婦
人
会
、
福
祉
委
員
、

町
内
委
員
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
い

た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

湯
野
子
供
神
楽
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
来
訪
が
、
備
中
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
や
す

ら
ぎ
荘
）
に
あ
り
ま
し
た
。

猿
田
彦
の
舞
、
事
代
主
の
命

や
大
国
主
の
命
の
舞
な
ど
約
二

時
間
の
熱
演
に
利
用
者
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
二
四
回
備
中
町
高
齢
者

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
八
月

三
十
日
開
催
　
九
チ
ー
ム

五
四
名
参
加
）、
第
三
回
備

中
町
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
（
十
月
十
四
日
開

催
　
十
二
チ
ー
ム
　
五
七
名

参
加
）
が
、
と
も
に
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
て
、
や
す

ら
ぎ
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

支　会　だ　よ　り
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福
祉
の
充
実
と
健
康
で
明
る
い
生
活
を

送
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
健
康
福
祉
ま

つ
り
成
羽
」
に
、
今
年
も
大
勢
の
方
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
月
三
日
（
土
）
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
、
四
日
（
日
）
に
は
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
囲
碁
大
会
、
将
棋
大
会
、
ビ

リ
ヤ
ー
ド
大
会
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
、
輪
投
げ
・
ピ
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

を
、
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
成
羽
小

学
校
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
使
用
し

て
行
い
、
い
つ
も
と
違
う
メ
ン
バ
ー
と
の

交
流
を
深
め
た
り
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
り
、
秋
晴
れ
の
天
候
の
も
と

明
る
く
に
ぎ
や
か
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。

ま
た
、
四
日
に
行
わ
れ
た
恒
例
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
百
二
十
五

名
が
参
加
さ
れ
、
十
一
万
三
千
七
百
二
円

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
が
集
ま
り
、
う
ち

五
万
円
を
岡
山
県
国
体
事
務
局
へ
、
残
り

の
六
万
三
千
七
百
二
円
を
成
羽
支
会
へ
寄

附
金
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
明
る
い
町
づ
く
り
と
福
祉
へ

の
理
解
を
深
め
、
福
祉
ま
つ
り
を
終
了
し

ま
し
た
。 成

　
羽
　
支
　
会

九
月
二
十
五
日
に
開
催
さ

れ
た
「
か
わ
か
み
ふ
る
さ
と

物
産
ま
つ
り
」
に
恒
例
と
な

っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ

ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
中
、
大

勢
の
方
が
足
を
運
ん
で
下
さ
り
、
次
々
と

気
に
入
っ
た
物
品
を
買
い
求
め
ら
れ
、
二

十
四
万
八
千
二
百
五
十
円
の
売
上
が
あ
り

ま
し
た
。

物
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
、
と
り

ま
と
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
福
祉
委
員

さ
ん
、
値
つ
け
を
し
て
下
さ
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
、
買
い
求
め
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
に
感
謝
し
、
福
祉
活
動
の
財
源
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

九
月
十
五
日
、
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
高
梁
市
青
年
会
議
所
の
皆

さ
ん
が
、
温
泉
に
入
る
機
会
の
な
い
老

人
施
設
の
方
々
に
「
湯
原
温
泉
湯
元
の

湯
」
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

川
上
い
き
い
き
交
流
館
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、

「
え
え
、
湯
じ
ゃ
っ
た
。」「
湯
が
ち
が
う
。

柔
ら
け
え
ー
。
最
高
に
い
い
湯
じ
ゃ
。」

と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

敬
老
の
日
の
贈
り
物
に
身

体
も
心
も
す
っ
か
り
温
ま
っ

た
よ
う
で
す
。
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

お客さんで賑わうようす

支　会　だ　よ　り

川
　
上
　
支
　
会
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高梁市社会福祉協議会へ平成17年9月と10月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
川
面
町
　
柳
井
誠
一
郎

（
故
・
君
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
京
都
　
亀
山
　
　
淳

（
故
・
満
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
小
林
　
為
治

（
故
・
恭
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
中
村
　
晴
美

（
故
・
好
江
様
の
ー
）

十
万
円
　
宇
治
町
　
川
崎
　
克
明

（
故
・
五
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
山
口
誠
一
郎

（
故
・
伯
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
新
　
町
　
中
本
喜
代
子

（
故
・
淳
爾
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
　
町
　
堀
部
　
秀
夫

（
故
・
信
様
の
ー
）

金
一
封
　
神
戸
市
　
井
上
　
哲
明

（
故
・
弘
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
下
村
　

宏

（
故
・
充
秋
様
の
ー
）

金
一
封
　
鉄
砲
町
　
石
田
　
信
義

（
故
・
あ
き
様
の
ー
）

金
一
封
　
向
　
町
　
上
原
日
出
丸

（
故
・
道
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
新
　
町
　
近
藤
　
　
稔

（
故
・
寿
恵
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
藤
森
　
直
子

（
故
・
郁
朗
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町

中
村
　
晴
美

（
故
・
好
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町

渡
邉
　
正
博

（
故
・
尚
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町

源
内
　
　
實

（
故
・
猛
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢

笹
田
　
　
功

（
故
・
忠
良
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

村
田
　
鶴
衣

（
故
・
た
け
の
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

平
山
　
　
淳

（
故
・
正
博
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

秋
庭
　
克
博

（
故
・
博
昭
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

森
脇
　
健
司

（
故
・
基
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

中
山
　
俊
三

（
故
・
森
造
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
成
　
羽
　
山
根
　
　
彰

（
故
・
保
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
w
森
　
博
行

（
故
・
正
行
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
平
山
　
知
子

（
故
・
正
博
様
の
ー
）

五
万
円
　
成
　
羽
　
吉
川
　
昌
男

（
故
・
酉
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
小
坂
　
蔦
子

（
故
・

男
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
眞
野
マ
サ
エ

（
故
・
久
男
様
の
ー
）

五
万
円
　
中
井
町
　
山
下
　
麻
一

（
故
・
英
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
谷
町
　
小
見
山
幸
一

（
故
・
フ
サ
様
の
ー
）

金
一
封
　
鉄
砲
町
　
横
山
　
光
子

（
故
・
正
登
様
の
ー
）

金
一
封
　
浜
　
町
　
竹
浪
　
和
夫

（
故
・
佐
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
向
　
町
　
上
原
　
泰
子
　

（
故
・
日
出
丸
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
谷
藤
　
　
勲

（
故
・
末
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
源
内
　
　
實

（
故
・
猛
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
藤
井
　
作
男

（
故
・
ス
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
小
川
　
　
孝

（
故
・
豊
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
勝
市

（
故
・
萬
亀
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
新
　
町
　
地
割
　
一
女

（
故
・

治
様
の
ー
）

五
万
円
　
落
合
町
　
野
口
　
　
剛

（
故
・
美
代
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
津
川
町

藤
森
　
直
子

（
故
・
郁
朗
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町

柳
井
誠
一
郎

（
故
・
君
代
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封
　
巨
瀬
町

野
見
　

男

（
故
・
勲
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町

柴
倉
　
偉
子

（
故
・
芳
朗
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町

上
山
　
岩
夫

（
故
・
勝
代
様
の
ー
）

五
万
円

中
井
町

山
下
　
麻
一

（
故
・
英
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町

宮
田
　
俊
一

（
故
・
熟
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町

森

勝
利

（
故
・
平
野
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
眞
野
マ
サ
エ

（
故
・
久
男
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

十
万
円
　
宇
治
町
　
川
崎
　
克
明

（
故
・
五
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
青
梨
　
勝
三

（
故
・
虎
夫
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
岡
山
市

信
原
　
　
要

（
故
・
達
夫
様
の
ー
）

五
万
円

落
合
町

野
口
　
　
剛

（
故
・
美
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町

小
川
　
　
孝

（
故
・
豊
様
の
ー
）
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金
一
封
　
成
　
羽
　
w
橋
　
誠
二

（
故
・
元
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
日
名
　
原
田
テ
ル
子

（
故
・
藤
井
勉
様
の
ー
）

金
一
封
　
坂
　
本
　
廣
岡
　
克
己

（
故
・
久
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
相
　
坂
　
渡
邉
　
英
夫

（
故
・
ヲ
サ
ミ
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
日
名
　
黒
川
　
一
男

（
故
・
仲
次
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
藤
原
　
嗣
郎

（
故
・
利
子
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
領
　
家
　
宮
本
　
富
夫

（
故
・
キ
シ
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
江
草
　
　
茂

（
故
・
カ
ヤ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
廣
江
　
晧
右

（
故
・
八
千
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
難
波
　
茂
友

（
故
・
勝
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
宮
本
　
浩
次

（
故
・
き
く
乃
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
藤
本
　
郡
治

（
故
・
志
免
與
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
丹
治
　
　
勇

（
故
・
八
千
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
森
脇
　
壽
夫

（
故
・
澄
子
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
東
油
野
　
萩
原
　
道
夫

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
へ
》

六
万
三
千
七
百
二
円
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
参
加
の
皆
様

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

二
万
九
千
五
百
六
十
六
円
　

備
中
町

ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
平
井

（
な
り
わ
祭
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
高
　
山
　
三
村
　
　
斂

（
父
義
弘
様
の
百
歳
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
高
　
山
　
丸
川
　
良
市

（
叙
勲
受
賞
記
念
と
し
て
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
岡
崎
　
宏
子

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

金
一
封
　
志
藤
用
瀬

宮
本
　
玲
子

（
故
・
勲
様
の
叙
位
釵
勲
志
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
三
村
　
鶴
恵

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
樽

満
広

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
平
井

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
東
油
野
　
清
水
タ
ミ
ヨ

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
長
　
屋
　
赤
木
　
幸
一

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

（
故
・
順
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
前
原
　
一
登

（
故
・
キ
ヌ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
赤
木
　
弘
史

（
故
・
鉄
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
渡
邉
　
幸
市

（
故
・
ト
ヨ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
高
見
　
源

（
故
・
マ
ツ
ユ
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
　
　
　

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
256
・
257
回
目
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

二
万
円
　
巨
瀬
町

上
森
智
香
恵
　

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町

小
川
　
　
惠

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢

佐
分
利
睦
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

河
田
　
照
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

鞠
子
　
治
之

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

中
上
　
國
治

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

石
森
　
男
二

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

石
森
　
秋
子

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
財
政
基

盤
の
強
化
・
住
民
の
参
加
に
よ
る

事
業
実
施
を
目
的
と
し
て
、
会
員

制
度
の
導
入
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
せ
ら
れ

た
会
費
は
、
地
域
の
社
会
福
祉
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
そ

の
活
動
援
助
等
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。合

併
前
よ
り
有
漢
支
会
、
川
上

支
会
、
備
中
支
会
は
、
会
員
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
高
梁
支

会
、
成
羽
支
会
で
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

理
事
会
で
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

相
談
日

十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

受
　
付

十
二
時
〜
十
四
時

審
査
開
始

十
三
時
〜

科
　
目

肢
体
、
聴
覚

内
　
容

補
装
具
、（
義
肢
、
装
具
、

補
聴
器
な
ど
）
の
交
付
や

修
理
の
相
談
等

そ
の
他

相
談
は
無
料
（
補
装
具
の

交
付
、
修
理
は
所
得
に
よ

り
負
担
が
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

会
　
場

成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
参
品

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

身
体
障
害
者 

　
巡
回
更
生 

　
　
　
相
談
日 


